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１．事業の概要 
（１）流域の概要 

○流域面積：1,010km2   

○幹川流路延長：約96km  

○大臣管理区間： 

   庄内川  62.5km  

   矢田川   7.0km 等 

○流域内市町村：19市 4町 

 (名古屋市、多治見市等)  

○流域内人口： 

   約440万人 

○年平均降水量： 

   約1,500～1,700mm 

      (山間部) 

      約1,400～1,500mm 

      (平野部) 
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・流域は、中部圏最大の都市である名古屋市の中心部などが位置し、地域の中枢機能や各種交通機関の拠点が集中して
いる。 

・都市河川でありながら、水際にヨシ群落などの湿性植物が分布するなど自然豊かな環境が存在し、河口部はラムサール
条約湿地に登録されている。 



庄内川総合水系環境整備事業 

H12 

H13 

H14 

H15 

H16 

H17 

H18 

H19 

H20   整備計
画報告 

H21 

H22 

H23 再評価 
H24 

H25 

H26 再評価 
H27 

H28 

H29 再評価 
H30 

H31～ 

 （今回評価について） 

凡例 
 
 
 

 自然再生     水辺整備      太線：工事・調査等実施期間  
点線：計画･調整･モニタリング期間  

完了箇所評価 完了箇所評価 

矢田川地区 
水辺整備 

豊岡地区 
水辺整備 

西枇杷島地区 
水辺整備 

庄内川河口部 
水辺整備 

庄内川上流部 
自然再生 

春日井地区 
水辺整備 

志段味地区 
水辺整備 

再評価 再評価 

再評価 
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（２）事業の目的 

◆自然再生事業：良好な環境に生息する多様な生物が生息することをめざし、多様な水際の創出や河道環境の 

            縦断的なネットワークの形成を図る。 

◆水辺整備事業：関係機関との連携による河川環境体験の場の更なる利活用を推進するための水辺整備を図る。 
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実施箇所 

凡例 
水辺整備     自然再生 

▽庄内川水辺整備事業 

▽庄内川自然再生事業 

の事業は、工事継続中・今後工事予定    
の事業は、工事完了 

7.豊岡地区水辺整備 

5.庄内川河口部水辺整備 

土岐川 

4志段味地区水辺整備 

実施箇所 目的 内容 期間 

1.庄内川上流部 
 自然再生 

河原固有植物、浅瀬に生息するアカザなど
の再生を図るべく、河川の復元力により維
持されるよう冠水頻度を考慮して河川敷の
切り下げを行い、礫河原再生を実施する。 

礫河原再生 H22-40 

庄内川 

3.春日井地区水辺整備 

2.矢田川地区水辺整備 

土岐川 

1.庄内川上流部自然再生 

実施箇所 目的 内容 期間 

2.矢田川地区 
 水辺整備 

水辺利用の安全性を確保し、生物相豊か
な環境学習の場として活用できるよう、階
段護岸の整備や直線河道でのワンドの整
備を実施する。 

階段整備 
ワンドの整備 

H18-29 

3.春日井地区 
 水辺整備 

水辺利用の安全性を確保し、環境学習の
場として活用できるよう、新規事業箇所と
して追加し、H28年度より階段護岸の整備
を実施する。 

親水護岸・階
段整備 

H27-32 

4.志段味地区 
 水辺整備 

良好な水辺環境の保全に努め、まちづくり
と連携した自然観察空間を創出すべく、自
然とふれあえるビオトープ池等の整備を実
施する。 

ビオトープ池 
の創出 

H12-29 

5.庄内川河口部 
 水辺整備 

河川管理の向上に合わせ、利用の安全性
を確保するためアクセス通路としても利用
可能な管理用通路・階段の整備を実施す
る。 

管理用通路・
階段 

H20-29 

6.西枇杷島地区 
 水辺整備 

河川管理の向上に合わせ、親水性の向上、
周辺施設と一体となった河川利用を図る
ためアクセス通路としても利用可能な管理
用通路等の整備を実施する。 

管理用通路 
水際整備 
高水敷整正 

H18-29 

7.豊岡地区 
 水辺整備 

河川管理の向上に合わせ、親水性の向上、
医療と連携した福祉の川づくりなどのため
アクセス通路としても利用可能な管理用通
路・階段、築堤等の整備を実施する。 

管理用通路・
階段 
病院と連携し
た河川整備 

H17-29 

6.西枇杷島地区水辺整備 

H26.6撮影 

H22.10撮影 

H24.7撮影 



 

 

＜背景＞ 

• 土岐川の原風景であり、生物とのふれあいの場である礫
河原の再生を地元は望んでいる。 

＜課題＞ 

• 洪水時の攪乱頻度減少による河岸の陸域化などにより、
河原固有の動植物を育んでいた礫河原が減少し、そこを
生息の場としていた生物の生息環境が悪化している。 

＜対策＞ 

• 河原固有植物、浅瀬に生息するアカザなどの再生を図る
べく、河川の復元力により維持されるよう冠水頻度を考慮
して河川敷の切り下げを行い、礫河原再生を実施する。 

＜今後の方針＞ 

• 事業箇所①の事業は、順調に進捗しており、地元の要望
がある事業箇所②まで延伸する。 

 

２．計画内容① 【庄内川上流部自然再生】 
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再評価 

整備の必要性 整備内容 

事業の投資効果 

事業箇所① JR多治見駅 

多治見市民病院 

事業箇所② 

JR土岐駅 

記
念
橋 

多
治
見
橋 

陶
都
大
橋 

国
長
橋 

昭
和
橋 

永
久
橋 

中
央
橋 

三
共
橋 

新
土
岐
津
橋 

土
岐
津
橋 

●礫河原再生 【H22～23 実施済】 

●礫河原再生 【H27～H35 実施予定】 

●礫河原再生 
 【H27 実施予定】 

凡例     ：事業実施済み箇所     ：事業未実施箇所 

• 土岐川の原風景
及び多様な生物
の生息・生育環境
が再生されており、
礫河原やその周
辺で指標種であ
るアカザ、ドンコ
（ともに重要種）等
の魚類が安定的
に確認されている。 

 

土岐川1,000匹調査の様子 

・アカザは河川の上流域～
中流域の平瀬および早瀬
に生息する種である。 

調査年 H21 H22 H23 H24 H25 

アカザ・ドンコの捕獲状況 ○ △ ◎ ◎ ◎ 

土岐川1,000匹調査でのアカザ・ドンコの捕獲状況 

※◎：捕獲数が20匹以上、○：捕獲数が20匹未満、△：捕獲数が10匹未満、×：捕獲なし 

H25.9撮影 

H25.10撮影 

土岐川 

礫河原の再生 

●環境整備前のイメージ ●環境整備後のイメージ 

崖地化・陸域化した箇所
を切下げ、礫河原を再生 

土岐川 

陸域化したところに植生が繁茂 

水際が崖地化 

整備前 整備後 H22.2撮影 H24.7撮影 

ドンコ 

H24.5撮影 

アカザ 

・ドンコは河川の上流域～
中流域の砂底・礫底のよ
どみに生息する種である。 



 

 

＜背景＞ 

•矢田川の河川敷は、都市部を流れる貴重な自然空間である。 

•近隣の小学校や幼稚園からの環境学習、川遊び体験等のニーズが
多い。 

＜課題＞ 

•単調なコンクリート護岸の直線河道で水深が一様であるため生物相
が乏しい。 

•河岸が急勾配であるため安全に水辺へ近づくことができない。 

＜対策＞ 

•水辺利用の安全性を確保し、生物相豊かな環境学習の場として活用
できるよう、階段護岸の整備や直線河道でのワンドの整備を実施す
る。 

 
事業の投資効果 

矢田川 

整備前 

矢田川 

整備後 

２．計画内容② 【矢田川地区水辺整備】  
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再評価 

整備内容 

単調なコンクリート護岸
で水辺に近づきにくい 高水敷の切り欠き 

※ワンド：川の本流とつながった池状の入り江 

ワンド・砂州の整備 

階段護岸の整備 

• 小学校の総合学習や保育園・幼稚園の川遊び体験など、多
くの子供たちに利用されている。 

• ワンド環境の創出により、周辺の水生生物が分類群数及び
生息密度とも増加している。 

小学校の総合学習や保育園・幼稚園
の川遊び体験等の場としての利用 

北区矢田川 

新
川
中
橋 

ふ
れ
あ
い
橋 

三
階
橋 

天
神
橋 

矢
田
川
橋
梁
（JR
） 

矢
田
川
橋 

名古屋市北区 名古屋市東区 

名古屋市守山区 
庄内川 

矢田川 

北区矢田川 水辺の整備（1箇所） 
（階段護岸の整備・ワンドの整備） 
【H18～H20 実施済】 

東区矢田川 水辺の整備（1箇所） 
（階段護岸の整備） 
【H26実施予定】 

凡例 
    ：事業箇所近隣の小学校、保育園、幼稚園 
    ：事業実施済み箇所       ：事業未実施箇所 

矢田川で庄内川河川事務所が実施した 
総合学習等の参加者数 

整備の必要性 

H25.8撮影 

H19.6撮影 H20.4撮影 

108

486

0

100

200

300

400

500

平成19年度 平成26年度

参
加

者
数

（
人

）

参加者数が増加 



庄内川 

名古屋市守山区 春日井市 

春日井市庄内川：上条グラウンド付近 
水辺の整備（1箇所） 
【H27～H28 実施予定】 

凡例 
  ：事業箇所近隣の小学校、保育園、幼稚園      ：事業未実施箇所 

春日井市庄内川：神領小学校付近 
水辺の整備（1箇所） 
【H27～H28 実施予定】 

２．計画内容③ 【春日井地区水辺整備】 

 

 

＜背景＞ 

• 近隣の小学校や幼稚園からの環境学習、川遊び体験等のニー
ズが多い。 

• 平成20年度に「子どもの水辺」に登録されている。 

＜課題＞ 

• コンクリート護岸に階段がなく、水際に雑草が繁茂しているため、
安全に水辺へ近づくことができない。 

＜対策＞ 

• 水辺利用の安全性を確保し、環境学習の場として活用できるよ
う、新規事業箇所として追加し、H27年度より階段護岸の整備を
実施する。 
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再評価 

整備の必要性 整備内容 
《上条グラウンド付近》 

庄内川 

整備前 整備後イメージ 

植生が繁茂し、水辺へ
のアクセスが困難 

階段護岸の整備 

《神領小学校付近》 

庄内川 

整備前 

コンクリート護岸に階段が
なく、水辺に近づきにくい 

植生が繁茂し、水辺へ
のアクセスが困難 

 

事業の投資効果（イメージ） 

整備後イメージ 

水際の整備 階段護岸の整備 

H25.12撮影 

H25.9撮影 

H25.12撮影 

H24.10撮影 



 

 

 

 

 

 
整備の背景 

庄内川 

大留橋 

水辺整備事業（全体計画） 

●水辺の整備（ビオトープ池の整備） 
 【実施済 H12～H16】 

整備前 整備後 
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２．計画内容④ 【志段味地区水辺整備】 再評価 

整備内容 

事業の投資効果 

【平成12年度～平成16年度】 
周辺事業に先行して、高水敷整正、ビオトープ池の施工
を実施した。 

【平成17年度～】 
周辺事業の遅延を鑑み、その動向を見据えた事業展開
とすべく、事業の一時休止を決定した。その後、平成24
年6月に名古屋市が大学誘致の断念を公表した。 

【平成26年度】 
現状の整備で地域の方々による継続的な利用がされて
おり一定の投資効果が得られていること、および大学誘
致の断念によって周辺事業との連携の必要性が低くな
ったことを踏まえ、計画を見直し完了とする。 春、夏に開催される「志段味ビオトープ

で遊ぼう」では、近年、150～300人/回
の参加者で賑わう。 

「庄内川アダプト活動」に基づく竹林整備 

• 川遊び体験など多くの人に利用
され、関係する地域の方々による
維持活動が実施されており、河
川環境に関する関心の高まりが
見られる。 

志段味地区周辺は、土地区画整理事業やなごやサイエ
ンスパークBゾーンに位置付けられたことによる大学誘
致が進められており、これらと連携した自然観察空間を
創出し、良好な水辺環境を保全することに対するニーズ
が高かった。 

水辺整備事業（未実施） 

「志段味ビオトープで遊ぼう」の参加者数 

430

582

0

100

200

300

400

500

600

平成19年 平成26年

参
加

者
数

（
人

）

参加者数が増加 

H25.3撮影 

H24.3撮影 

H12以前撮影 H21.11撮影 



 

 

＜背景＞ 

• 庄内川河口部は、藤前干潟やヨシ原など貴重な湿地が広
がっており、干潟の観察、水辺の散策などの利用ニーズが
多い。 

＜課題＞ 

• 利用ニーズは多いが、安全に水辺へ近づくための階段や
通路が確保されていなかった。 

• また、河川巡視を実施するにも困難な状況であった。 

＜対策＞ 

• 河川管理の向上に合わせ、利用の安全性を確保するため
アクセス通路としても利用可能な管理用通路・階段の整備
を実施する。 

 

２．計画内容⑤ 【庄内川河口部水辺整備】（H24工事完了） 再評価 

整備の必要性 整備内容 

事業の投資効果 

緊急河川敷道路 

庄内川 

藤前干潟 
（ラムサール条約登録湿地） 

庄内新川橋 

南陽大橋 

新川 

名古屋市港区 

管理用階段の整備（8箇所） 管理用通路の整備（5,200m） 

管理用通路
は散策等に
使用されて
いる。 

庄内川 

水辺を安全に散策で
きるスペースがない 

整備前 
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• 安全に利用できる水辺空間となり、水際生物の観察など環境学習
の場として活用されている。 

• また、クリーン大作戦など地域活動の場として、年間を通じて地域の
方々に利用されている。 

環境学習の様子 

凡例 
    ：事業実施済み箇所 

748 1706615 1725
0

500

1000

1500

2000

平成19年度 平成25年度

参
加

者
数

（
人

）

春 秋

庄内川河口部で実施している 
クリーン大作戦の参加者数 

参加者数が増加 

H25.11撮影 

H20.4撮影 

整備後 

H25.10撮影 

管理用階段の設置 

H26.3撮影 



２．計画内容⑥ 【西枇杷島地区水辺整備】（H25工事完了） 再評価 

整備内容 

事業の投資効果 

• 日常の散歩など健康づくりの場、
水際でのガサガサ体験など環境
学習の場として活用されている。
み ず と ぴ あ 庄 内 を 拠点 と した
ウォークイベント、朝市（毎月開
催）、上下流交流イベントなど地
域活性化の場として利活用され
ている。 

 

みずとぴあ庄内での朝市の状況
約600人／月が来訪している 

新川 

庄内緑地公園 
水辺の散策路（清須市） 

大治町 あま市 

清須市 

新
庄
内
川
橋 

名
古
屋
高
速 名古屋市 

中村区 

河川敷公園整備（大治町） 

新
名
西
橋 

庄内川 
みずとぴあ庄内 

名古屋市 
西区 

高水敷整正 水際の整備（3箇所） 
管理用通路の整備（7,000m） 

豊
公
橋 

新
大
正
橋 

Ｊ
Ｒ
橋 枇

杷
島
橋 

名
鉄
橋
梁 

 

 

＜背景＞ 

• 清須市が整備を進めている
「水辺の散策路」や名古屋市、
清須市等の公園と連携した利
用ニーズが多い。 

＜課題＞ 

• 利用ニーズは多いが、周辺の
高水敷には雑草や樹木が生い
茂り容易に水辺へ近づくことが
できなかった。また、河川巡視
を実施するにも困難な状況で
あった。 

＜対策＞ 

• 河川管理の向上に合わせ、親
水性の向上、周辺施設と一体
となった河川利用を図るため
アクセス通路としても利用可能
な管理用通路等の整備を実施
する。 

 

 

整備の必要性 

庄内川 

庄内川 

雑草や樹木が生い茂っている。 

整備後 整備前 

管理用通路の整備 

日常の散策などに利用
されている。 
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みずとぴあ庄内での朝市の状況 

凡例 
    ：事業実施済み箇所 

H26.4撮影 

H15.6撮影 H21.11撮影 

地元住民による散策路の
ウォーキングイベント 

イベントの様子 

H26.6撮影 H22.3撮影 



 

 

＜背景＞ 

• 土岐川は多治見市の中心部を流れており、市が実施してい
る商店街等の歩道整備や市民病院の整備と連携した水辺
環境の利用ニーズが多い。 

＜課題＞ 

• 利用ニーズは多いが、河川敷には雑草が生い茂り、容易に
水辺へ近づくことができなかった。また、河川巡視を実施す
るにも困難な状況であった。 

＜対策＞ 

• 河川管理の向上に合わせ、親水性の向上、医療と連携した
福祉の川づくりなどのためアクセス通路としても利用可能な
管理用通路・階段等の整備を実施する。 

 

 

２．計画内容⑦ 【豊岡地区水辺整備】（H25工事完了） 再評価 

整備の必要性 整備内容 

事業の投資効果 

• 日常の散歩など健康づくりの場として利活用され、
観光交流拠点として多治見市の公園整備に合わせ
て整備した階段護岸は、水辺へのアクセスを促進し
ている。 

• 堤防天端の舗装と合わせ多治見市が設置したブ
リッジにより、医療・福祉活動への水辺空間の提供
に役立てられている。 

記
念
橋 

多
治
見
橋 

陶
都
大
橋 

国
長
橋 

昭
和
橋 

●多治見市民病院 

●県立病院 

●多治見駅 

多治見市 

土岐川 

管理用通路の整備（4,300m） 
管理用階段の整備（1箇所） 

病院と連携した河川整備（200m） 

土岐川 

管理用通路の設置 雑草が生い茂っている。 

整備後 整備前 
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多治見市民病院前の整備状況 

凡例 
    ：事業実施済み箇所 

多治見橋上流（右岸）の整備状況 

堤防天端の舗装 

ブリッジの設置 

多治見市民病院のブリッジは、リハビリ
患者等に利用されている。 

H25.3撮影 H26.3撮影 

H26.3撮影 

H16.4撮影 H22.10撮影 

H26.9撮影 



上流域 中流域 下流域

0

50

100

150

200

250

S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H20 H22 H25

人
口

（
万

人
）

３．評価の視点 
（１）事業の必要性に関する視点 
 １）事業を巡る社会経済情勢等の変化 

・昭和50年代頃までに人口が増加しているものの、近年は安定傾向で推移。 

・庄内川は都市河川でありながら、豊かな自然が残されている。 

・環境保全や環境学習などの継続的な住民の活動が行われ、水辺整備に関する需要がみられる。 
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▽人口の変化 

‧ 下流域では昭和初期から50年代頃までに人口が急増、中上流域は徐々に増加し、現在は安定傾向。 ※行政区域内人口の合計値 

▽河川利用に関する住民の関心の高まり 

‧ 沿川の体験学習・清掃活動等へのイベント参加者は年々増加している。 

‧ 河川利用への需要があると考えられる。 

多治見市、瑞浪市、恵那市、可児市、土岐市 

一宮市、瀬戸市、春日井市、犬山市、江南市、小牧市、稲沢市、尾張旭市、岩倉市、
長久手市、豊山町、大口町、扶桑町、名古屋市（守山区） 

名古屋市（守山区を除く）、北名古屋市、清須市、大治町、あま市（旧甚目寺町のみ） 

上流域 

中流域 

下流域 

再評価 

上流域：川あそび（地域の交流） 中流域：矢田川体験学習 下流域：Eボートの乗船体験 

H26.6撮影 H25.9撮影 H26.7撮影 



 2）事業の進捗状況 

矢田川地区水辺整備 

庄内川上流部自然再生 
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進捗率は平成25年度末事業費ベ
ースで、約54.1％であり、今後、東
区の水辺整備を行う。 

進捗率は平成25年度末事業費ベ
ースで、約18.4％であり、今後、未
実施地区での礫河原再生を行う。 

再評価 

整備済み箇所 
【礫河原再生：国長橋下流左岸】 

●北区矢田川 水辺の整備 
【H18～H20 実施済】 

●東区矢田川 水辺の整備 
 【H26 実施予定】 

新
川
中
橋 

庄内川 

名古屋市北区 

矢田川 

ふ
れ
あ
い
橋 

三
階
橋 

天
神
橋 

矢
田
川
橋
梁
（JR

） 名古屋市東区 

名古屋市守山区 

矢
田
川
橋 

凡例 
    ：事業実施済み箇所 
    ：事業未実施箇所 

（※前回評価時：33.9%→今回：18.4%） 

（※前回評価時：53.2%→今回：54.1%） 

H24.7撮影 

春日井地区水辺整備 
進捗率は0％であり、今後、水辺整備を行う。 

名古屋市守山区 春日井市 

●上条グラウンド付近 水辺の整備 
【H27～H28 実施予定】 

●神領小学校付近 水辺の整備 
【H27～H28 実施予定】 

凡例     ：事業未実施箇所 

整備済み箇所【北区】 

H22.10撮影 

18.4% 81.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業実施済み

事業未実施

54.1% 45.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業実施済み

事業未実施

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業実施済み

事業未実施

事業箇所① JR多治見駅 

多治見市民病院 

事業箇所② 
JR土岐駅 

記
念
橋 

多
治
見
橋 

陶
都
大
橋 

国
長
橋 

昭
和
橋 

永
久
橋 

中
央
橋 

三
共
橋 

新
土
岐
津
橋 

土
岐
津
橋 

●礫河原再生 【H22～23 実施済】 

●礫河原再生 【H27～H35 実施予定】 

●礫河原再生 
 【H27 実施予定】 

凡例     ：事業実施済み箇所     ：事業未実施箇所 

事業箇所②は前回事業評価時より追加 



４．費用対効果分析① 【工事継続中・今後工事予定事業箇所】 

 事業全体に要する総費用（Ｃ）は29億円、総便益（Ｂ）は239億円、費用対便益費（Ｂ／Ｃ）は8.4となる 

事項 庄内川総合水系環境整備事業（工事継続中・今後工事予定事業） 備考 

地区名 
自然再生 水辺整備 

庄内川上流部自然再生 矢田川地区水辺整備 春日井地区水辺整備 

計
算
条
件 

評価時点 平成26年度 平成26年度 平成26年度 

整備期間 平成22～35年度 平成18～26年度 平成27～28年度 

評価対象期間 整備期間+50年間 整備期間+50年間 整備期間+50年間 

受益範囲 事業箇所周辺3km圏 

多治見市・土岐市・可児市・瑞浪市 

世帯数：36,742世帯 

(平成22年国勢調査) 

事業箇所周辺2km圏 

名古屋市･北名古屋市・春日井市 

世帯数：101,740世帯 

(平成22年国勢調査) 

事業箇所周辺2km圏 

名古屋市・春日井市・尾張旭市 

世帯数：29,613世帯 

(平成22年国勢調査) 

年便益算定手法 CVM 

回答数：622票 

有効回答数：273票 

CVM 

回答数：508票 

有効回答数：318票 

CVM 

回答数：474票 

有効回答数：266票 

支払意思額 
（ＷＴＰ） 

279円／世帯・月 

（3,348円／世帯・年） 

294円／世帯・月 

（3,528円／世帯・年） 

227円／世帯・月 

（2,724円／世帯・年） 

Ｂ/

Ｃ
算
出 

事業費（億円） 4.2 1.7 0.32 

維持管理費（億円） 0.25 0.34 0.21 ※1 

総費用（Ｃ）（億円） 3.9 2.1 0.37 ※2 

年便益（億円/年） 1.2 3.6 0.81 ※3 

残存価値（億円） 0 0.0040 0.0025 ※2 

総便益（Ｂ）（億円） 25 90 16 ※2 

Ｂ／Ｃ（箇所別） 6.4 42.6 43.3 ※4 

Ｂ／Ｃ（分野別） 6.4 8.7 ※4 ※5 

Ｂ／Ｃ（全体） 8.4 （7.2） ※4 ※5 ※6 ※7 
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再評価 

※1：必要額の積上げ    ※2：割引率4％で現在価値化 ※3：WTP×世帯数×12ヶ月 
※4：総便益（便益+残存価値）／総費用（事業費+維持管理費） ※5：分野別・全体のB/Cは、工事完了事業箇所の費用・便益を含む 
※6：志段味地区水辺整備については、総費用のみ計上 ※7：（ ）内は前回評価時の数値                                                  



事項 庄内川総合水系環境整備事業（工事完了事業） 備考 

地区名 
水辺整備 

庄内川河口部水辺整備 西枇杷島地区水辺整備 豊岡地区水辺整備 

計
算
条
件 

評価時点 平成26年度 平成26年度 平成26年度 

整備期間 平成20～24年度 平成18～25年度 平成17～25年度 

評価対象期間 整備期間+50年間 整備期間+50年間 整備期間+50年間 

受益範囲 事業箇所周辺2km圏 

世帯数：50,394世帯 

(平成17年国勢調査) 

事業箇所周辺1km圏 

世帯数：32,985世帯 

(平成17年国勢調査) 

事業箇所周辺3km圏 

世帯数：23,017世帯 

(平成17年国勢調査) 

年便益算定手法 平成23年度事業評価時 

CVM 

（WEBアンケート） 

平成23年度事業評価時 

CVM 

（WEBアンケート） 

平成23年度事業評価時 

CVM 

（WEBアンケート） 

支払意思額 

（ＷＴＰ） 

333円／世帯・月 

（3,996円／世帯・年） 

421円／世帯・月 

（5,052円／世帯・年） 

390円／世帯・月 

（4,680円／世帯・年） 

Ｂ/

Ｃ
算
出 

事業費（億円） 4.7 4.1 4.0 

維持管理費（億円） 0.53 7.6 2.5 ※1 

総費用（Ｃ）（億円） 5.8 8.9 6.0 ※2 

年便益（億円/年） 2.0 1.7 1.1 ※3 

残存価値（億円） 0.035 0.0092 0.064 ※2 

総便益（Ｂ）（億円） 47 37 24 ※2 

Ｂ／Ｃ（箇所別） 8.0 4.2 4.0 ※4 

Ｂ／Ｃ（分野別） 8.7 ※4 ※5 

Ｂ／Ｃ（全体） 8.4 （7.2） ※4 ※5 ※6 ※7 
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再評価 

※1：必要額の積上げ    ※2：割引率4％で現在価値化 ※3：WTP×世帯数×12ヶ月 
※4：総便益（便益+残存価値）／総費用（事業費+維持管理費）  
※5：分野別・全体のB/Cは、工事継続中・今後工事予定事業箇所の費用・便益を含む 
※6：志段味地区水辺整備については、総費用のみ計上 ※7：（ ）内は前回評価時の数値                                                  

４．費用対効果分析② 【工事完了事業箇所】 
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事
項 庄内川総合水系環境整備事業再評価 

備考 

地区名 
自然再生 水辺整備 

庄内川上流部自然再生 矢田川地区水辺整備 春日井地区水辺整備 

箇
所
別
Ｂ/

Ｃ 

全
体
事
業
（Ｂ/

Ｃ
） 

） 事業費 

（+10%～-10%） 5.9 ～ 6.9 41.1 ～ 44.1 40.2 ～ 47.0 

受益世帯数 

（-10%～+10%） 5.8 ～ 7.0 38.9 ～ 46.2 39.0 ～ 47.6 

工期 

（-10%～+10%） 6.4 ～ 6.4 - - 

全
体
Ｂ/

Ｃ 

全
体
事
業
（Ｂ/

Ｃ
） 

 

事業費 

（+10%～-10%） 8.3 ～ 8.5 

受益世帯数 

（-10%～+10%） 7.6 ～ 9.2 

工期 

（+10%～-10%） 8.4 ～ 8.4 

残
事
業
（Ｂ/

Ｃ
） 

 

事業費 

（+10%～-10%） 15.1 ～ 18.3 

受益世帯数 

（-10%～+10%） 14.9 ～ 18.2 

工期 

（+10%～-10%） 16.4 ～ 16.7 

再評価 ４．費用対効果分析③ 【感度分析】 



・行政・住民・NPO等が協働して河川空間の利活用や環境保全への取組を進めており、事業実施にあたって
の支障はない。 

-16- 

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

・事業実施にあたって、工法の工夫等により、コスト縮減に努める。 

７．県への意見聴取結果 

（岐阜県） 

・対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。 

 

（愛知県） 

・「対応方針（原案）」案に対して異議はありません。 

・事業実施にあたっては、事業効果を検証しつつ、河川環境の変化等に応じた管理をお願いしたい。 

・なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。 

８．対応方針（原案） 

・地域住民の河川利用や環境保全に関する需要が見込まれ、事業の必要性は高い。 

・今後、効果の発現が見込めることから、庄内川総合水系環境整備事業を継続する。 

再評価 

再評価 

再評価 

再評価 ５．事業の進捗の見込みの視点 
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